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論文内容要旨

 1目的

 G.Giibert(1877)以来,Pedimentに関する研究は多い戊形成営力,気候,岩質の影纏

 など,Pediment地形の中心的な問題点はまだ定説をみるに至らない。Pediment研究は,北アメ

 リカ,アフリカでは早くから始まり,ヨー口。パ,南アメリカ,オーストラリアでは最近急速に進

 展しているが,アジアはもっとも遅れている。しかるにPediment形成に与える気候の影響が論

 じられており,また現在の地形か第四紀における気候変化の影響を受けていることを考えると

 Pedimellt研究ヒ世界各地での,特にアジアでの詳細な研究か必要となる。この目的のためにま

 ずH本におけるPedimelltの研究を行なった。

 日本においては山麓緩斜面が詳細に研究されておらず,またPedimentが必ずしも正確に理解

 されなかったために,しばしばPedimentなる用語はdI麓緩斜面の同義語として使用きれた。と

 ころかこの山麓緩斜面には,その形態,形成営力等を異にする地形が幾踵類も含まれている。その

 ため山麓緩斜面の体系を確立し,Pedimentをその体系の中に位置づけられることを一つの目標と

 した。

 2Pedimentの発達する地形的位置

 宮ll瓠,渡川盆地,周防高原,安芸[1馳,l11国ill地rl峡部,加波一難台両ih地,陸前高田のPed-

 ime[ltを調査した。

 これらのPedimen1の発達している地形的位置は(1}階段状に発達する侵蝕平坦面の上位面が下

 位の地形面に移る部分,(2月ぐノ∫侵蝕がすみやかにすすむ断層線に沿う部分,(3)山間盆地周辺部に分

 けることができる。

 3Pedimentの形態

 目木各地のPedimentはその形態に大きな差違はみられない。Pedimentの縦の長さはほとん

 どの地区で1,000～1,500n1である。この縦の長さはPedimcntationの基準面となる河川の密

 度とPedimentationの行なわれた期間の長きによって決まるグ)で,日本各地のPedimentは

 大略同じ条件のもとで形成されたと考える。

 Pedimentの縦断[fll形はいずれもconcaveであり,Knickpoln圭に近い部分で勾配を急に増し,

 反対に末端になるとともに徐々に勾配を減じている。その勾配は一般に上端で13。～1ガであり,末

 端では8。である。PedimentLには角礫ないし亜角礫からなるSorting,Beddlng,Roundness

 ともに悪い礫層が数米の層厚で堆積している。これらのPedimentはいずれも小谷により開析さ

 れているo

 Pedimentの縦の長さか概略同じであるσ)に対し,背後急斜面の比高には相違があり,日本各地

329



 における最高は約600mである。このことは基準面が安定し,ある程度の比高があればPedinr

 entationが可能なことを示している。また各地の背後急斜[1{fにはFreefaeeがみられるカ～こ

 れは垂直に近い節理の影響によるも0)である。

 4Pedimen七a七ionを制約する要因

 日本各地のPedimentは,いずれも小谷により開析きれていることと,PedimentL堆積物の

 状態から,過去のより乾燥した気象条件のもとで形成された地形でま)ると考えられる。

 しかしその発達を直接制約したのは気候条件ではなく岩質である。すなわちPedimentationを直

 接制約する要因は気候の影響よりはるかに狭い範囲で働いており,Pedimentationと岩質との聞

 の関係はより密接である。地形的には同じ位置にありながら,下位に粗粒花崗キ'1か,ヒ位には細粒

 花岡岩ないし古生層,中生層,流紋岩等の硬岩層が位置するところの粗流花岡岩の部分にのみ

 Pedlmefltは発達している。このように,、諸外国では,Pedimentationに関して気候条件ほど

 重要視されなかった岩質的要因が,1体では決定的な役割を果しているU

 これまでのPediment研究者は,気候条件と岩石的条件をPedimelltati〔)nにとって別々の

 要因と考えている。しかし私はこれらの要因はそれか作川する場合,すなわち岩石の崩壊・侵蝕に

 対しては同一の影響を与えるはずであると考える。乾燥・半乾燥地域においてPedimentか発達

 し易い事実はよく知られている。また増石の種類によっても,乾燥・半乾燥の気候σ)もとにおける

 侵蝕により近い侵蝕のされノ∫をする岩石と,より湿潤気候0)もとにおける侵蝕に近い侵蝕0)されノ∫

 をする岩石があるはすである。花岡岩は前者に属する岩石であり,Pedimentはそこによりよく発

 達する。

 以上の事実からPedimentの発達と気候条件一岩石条件について次のように考える。Pedin聡nt

 の発達を第1に制約するのは気候条件であるため,(1〕乾燥・半乾燥気候のところでは岩質の影響は

 ほとんど現われない。(2辻ころか気候が湿潤化してくるとともに,岩質の影響が現われ,花崗岩の

 ようなPedimentの形成され易い岩石のとこにのみPedimentは発達するようになる。(31しか

 しさらに気候が湿潤化すると,もはやいかなる岩質の所にも発達しなくなる。日本において正)ed-

 imentatiOnが行なわれた時期の気候は(2)の状態にあり,現在は(3)の状態にある。

 5Pedimen七の形成営力

 Pedimentの形成営力については側方侵蝕説と面状後退説の2つがある。前者は河川の側方への

 侵蝕により,陵者は背後急斜面に働く侵蝕営力でPedimentか形成されるとする考えである。と

 にかくPedimentの形成は緩傾斜の侵蝕而を前面に残しながら背後急斜面が平行後退することを解明するこ

 とによって,明らかにすることができる。側方侵蝕説はこの点は合理的に説明できるか,Pediment発

 達の後半やEmbaymentのみられないPedimentについては適用できない。またril状後退説は,

 背後急斜面かどのようにして平行後退するかを充分説明していない。
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 ところで日本においては前述のごとく,Pedimenしは粗粒花崗岩のところにのみ発達しているが,

 この粗粒花桶岩の存在は,必要条件ではあっても十分条件ではない。粗粒花崗岩の上に硬岩層ある

 いは細粒花崗岩が位置し,しかも両者の境が,斜面の侵蝕基準面より・ある比高・以上に高い所に

 位置している場合にPedi㎎ntの発達が可能になっている。このような岩質の配置力～急斜面の

 肩に働く侵蝕九四と,その基部に働く侵蝕力㈲との問に㈲≦(団の関係を可能にする。何故ならば,

 花岡岩は風化グ)速度が速くその風化物がより早く移動されるからである。そのため斜面の基部での

 侵蝕lltが大きく,肩の部分は不安定となり,その結果急斜面は,平行に後退し,Ped㎞entが形成

 されナも

 6Pedimentの形成時期

 Pe(hmentは侵蝕地形であり,その表面にみられる堆積物にも形成時期σ)指標となるものか存

 在していないので,段丘地形,火山性降下物質などと。)関係からしか,その形成時期を知ることが

 できない。しかるに東日本,特に関東地方においては段丘地形,火山性降下物質の分布がよく,

 正)edimelliかもっともよく発達している巾国地方は,両者ともにその分布が限られており,各地

 のPedimeniの形成時期を」E確に対比することは,現在では不可能である。しかし地域ごとに,

 可能な範囲で検討した結果は次のこ'とくである。

 陸前高田,加波,難台両山地,讃岐山地,鹿川盆地のPedimentは,下末吉面形成時期に孟な

 る時期か,その時期の終るまで,中国山地中央部と安芸山地のi)edin℃ntは,Whrm氷期以前のあ

 る時期までに形成される。
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 論文審査結果の要旨

 本論文は著者か調査した日本各地のペデイメント地形を総括して,その形態,形成営力,形成時

 期などを明らかにしたも。)である。

 先ずペディメント地形の問題点を猿即し,日本におけるペデイメント地形を山麓緩斜面。)体系の中

 に位置ずけることを、試みた。

 著者の、調査ぱ齢奇県鹿川盆地剛」高原安芸山地,咽ヨ軸地巾央部,加波・難魚心II/也、陸伽」ll

 旧などにおけるペデイメントに一)いて行なわ礼そ0)地形的位置,形態を明らかにした。

 ペディメント形成における気候条件,岩質条件を吟味し,ベデイメンテーシ。ンび)周辺部にあたる

 日本ではリス・ウルム間氷期においても,…般的な気候条件によって全面的にペデイメンテーショ

 ンの行なわれる乾燥地域と違って,岩質それも花岡岩の地域を選択してペディメンテーシ,、ンが行

 なわれたと推論した。現在は気候の変化により湿潤化してペデイメンテー・シ・.ンは行鉱われず,現

 在のペディメント地形は化石形であり,開析をうけていることを明らかにした。さらにベディメン

 トσ)形成営力として面状侵蝕を考え花岡岩にはたらくこσ)面状侵蝕が,花岡岩の風化速度と相まっ

 て,斜面の平行後退を可能にしていることを説明した,、

 以上の成果は従来不充分であったペデイメント地形の形成をうまく、説明し,気候地形σ)一・環にう

 まく組み入れたものであり,気候地形学に対する人きな貢献と認められる。

 よって木論文は理学榑十の学位論文として合格と認める。
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